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デジタル教材とは 

• 教育目標の実現のためにデジタル化された 
学習素材と学習過程を管理する情報システムを
統合したもの（山内 2010） 

山内祐平編 
『デジタル教材の教育学』 
東京大学出版会、2010年 

 
http://www.utp.or.jp/bd/978-4-

13-052079-9.html 



http://edudemic.com/2011/04/classroom-technology/ ‡ 



Plato V (Illinois University, 1973) 

‡ Wikipedia より転載 http://en.wikipedia.org/wiki/File:Platovterm1981.jpg 

‡ Computer Museum (http://www.science.uva.nl/museum/) 



デジタル教材の系譜 (1)  

• 1970-1980年代 
• CAI：コンピュータ支援による教授  

• 個人差に対応する 
– スモールステップの問題 
– 正答・誤答に合わせたフィードバック 

• 学習の個別化に一定の成果 
→Web Based Trainingへ 

• 構造化できない問題には不向き 



Palenque (Bank Street College,1986) 

‡ 画像出所http://www.manifest-tech.com/dvi/dvi_apps.htm 



デジタル教材の系譜 (2)  

• 1980-1990年代 
• マルチメディア教材 
• 学習の文脈を作る 

– 教育的素材のデータベース 
– ハイパーリンクとナビゲーション 

• 難構造化領域の探索的学習に一定の成果 
→インターネットによる探索的学習へ 

• 学習者による差が大きい 
 
 



CSILE (Bereiter & Scardamalia,1986) 

‡ 佐伯胖『新・コンピュータと教育』岩波新書、1997年、p.180  図あ「問題」の展開 



デジタル教材の系譜 (3) 

• 1990-2000年代 
• CSCL：コンピュータ支援による協調学習 
• 議論の中で学ぶ 

– 掲示板で理論仮説を議論 
– 資料と検証のシステム化 

• 社会的な発見学習の組織化に一定の成果 
→ソーシャルラーニングへ 

• コーディネートによる差が大きい 
 



オープンエデュケーション (2002-) 

• 情報通信技術を利用して、学校の壁を越え、教育
に関する資源を誰にでもアクセスできるように 
する動き 

• 2002： MITが授業素材をオンラインに公開するプ
ロジェクト「MIT Open Courseware」を開始 

• 2006：東京大学が「UT OCW」を開始 
• 2010：「今から5年以内に世界で最も優れた授業
はウェブから無料で手に入るようになるだろう 
(Bill Gates)」 



‡ http://ocw.mit.edu/index.htm 



http://ocw.u-tokyo.ac.jp/ 



反転授業 (2007-) 

 
•2007：反転授業 (Flipped Classroom) 

• 説明型の講義をオンライン教材化して宿題に
し、従来宿題であった応用課題を教室で対話
的に学ぶ授業形態 

•2007：カーンアカデミー 
• 3,200を越える無料教育映像 

•2011：スタンフォード大学で試行開始 



‡ http://www.ted.com/talks/lang/ja/salman_khan_let_s_use_video_to_reinvent_education.html 



オンライン学習の教育効果 

Evaluation of Evidence-Based Practices in 
Online Learning: A Meta-Analysis and Review of 
Online Learning Studies (2009) 

• 対面状況よりも、一部または全てオンライン 
学習を受講した学生の方が成績が高い。 

• オンラインと対面を組み合わせた教授は、 
対面だけ、オンラインだけよりも効果が高い。 

• オンラインが対面よりも効果が高い理由は、 
学習時間が増えたからである。 



大規模オンライン学習 (2011-) 

• 2011：スタンフォード大学で「人工知能入門」が 
公開され、誰でも無料で受講可能に 
• 190カ国から16万人以上が登録 
• 「Udacity」として社会的起業 

• 2011：プリンストン大、スタンフォード大、ミシガン

大、ペンシルベニア大、カリフォルニア大の講義
が受講できる「Coursera」がオープン 

• 2012 ：ハーバード大とMITが協力してオンライン
学習サイト「edX」を開設予定 



著作権の都合により、 
ここに挿入されていた画像を削除しました。 

 
Udacity 

 
http://www.udacity.com/ 

 



デジタル教科書 (2015-) 

• 2015：韓国が全小中高にデジタル教科書を導入 
（スマート教育推進戦略） 

• 2017 ：アメリカ合衆国の整備目標 
• 2020：日本政府の整備目標 
（教育の情報化ビジョン） 
• 文部科学省：学びのイノベーション事業 
• 総務省：フューチャースクール推進事業 
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